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初のオンライン　パブリックビューイング
白馬村ゆかりの選手　大活躍！！

■特集～R4年度予算
起債減・財政調整基金取り崩しなしは良いが
未来につながる事業を期待する …………………２p

■常任委員会審議　　　
いじめ問題に備え
協議会と調査委員会の条例を設置……………………………… 6p
大雪により除雪費は相次ぐ増額補正
追加額はなんと！２億１千万円…………………………………… 8p

■委員会報告 ………………………………………………… 19p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 11p
・公共施設や学校トイレへ生理用品の設置は …… 12p

・地域みらい留学に参加、全国募集の成果は …… 13p

・大北管内の給食費負担に差があり過ぎるが …… 14p

・ケーブルテレビの将来像をどう考えるか ……… 15p

・ゼロカーボンに向けた具体的な行動計画は …… 16p

・高齢者福祉サービスに関わる人手は充分か …… 17p

・存続にどの様な問題意識を持っているのか …… 18p
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予
算
特
別
委
員
会　

審
査
報
告

●●��

議
案
第

議
案
第
1717
号　

令
和
４
年
度
白

号　

令
和
４
年
度
白

馬
村
一
般
会
計
予
算

馬
村
一
般
会
計
予
算

    

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
な
ぜ
新
規

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
な
ぜ
新
規

    

予
算
計
上
は
無
い
の
か

予
算
計
上
は
無
い
の
か

�

総
務
課�

問
起
債
減
、財
調
基
金
の
未
使

用
は
理
解
す
る
が
、コ
ロ
ナ

後
を
見
据
え
た
予
算
と
し
て
は
消
極

的
で
は
。

答
令
和
４
・
５
年
度
は
財
政
的

に
最
も
厳
し
い
。
健
全
財
政

堅
持
に
全
職
員
が
取
り
組
ん
だ
結
果

の
予
算
。コ
ロ
ナ
予
算
は
繰
越
し
て

新
年
度
早
々
に
計
画
を
樹
立
す
る
。

問
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
は
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
し
て
い

る
村
と
し
て
、も
っ
と
積
極
的
に
予

算
付
け
で
き
な
い
の
か
。

答
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
基
本
計
画
報

告
書
の
答
申
が
１
月
で
、予

算
編
成
は
そ
れ
以
前
で
あ
り
間
に
合

わ
な
か
っ
た
。複
数
の
支
援
策
案
が

あ
る
の
で
今
後
に
制
度
設
計
す
る
。

 

意
見  

基
本
計
画
が
出
来
た
の
だ
か

ら
、少
し
で
も
充
実
の
予
算
を
。「
広

報
は
く
ば
」で
周
知
す
る
な
ら
特
集

号
を
組
ん
で
ほ
し
い
。

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
予
算
審
議
６
件
、５
日
間
に
わ
た

り
予
算
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
と
事
業
を
主
眼
に
慎
重
審
査
し
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
、歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
58
億
７
千
６
百
万
円
。
前
年
度

当
初
予
算
比
２
億
４
千
万
円
の
減
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
て
い
る
状
況
下
、厳
し
い
財
政

を
認
識
し
、各
種
施
策
に
優
先
順
位
を
付
け
前
例
踏
襲
す
る
こ
と
な
く
取
捨

選
択
し
、前
年
同
様
の
一
般
財
源「
枠
配
分
方
式
」を
採
り
、各
課
は
そ
の
範

囲
で
自
ら
創
意
工
夫
す
る「
自
己
責
任
・
自
己
決
定
型
予
算
編
成
」を
し
た
。

そ
の
結
果
、５
年
ぶ
り
に
当
初
か
ら
の
財
政
調
整
基
金
繰
り
入
れ
は
無
し
で

組
ん
だ
。
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

未来につながる 事業を期待する！未来につながる 事業を期待する！未来につながる 事業を期待する！
起債減・財政調整基金  取り崩しなしは良いが起債減・財政調整基金  取り崩しなしは良いが起債減・財政調整基金  取り崩しなしは良いが

●小規模保育所等整備補助金
	 4500万円
●証明書等コンビニ交付システム構築導入費
	 500万円

●21観光戦略事業
	 6900万円
●観光地づくりのための地方創生推進交付事業
	 1億2000万円

安心してみんなが暮らせる村新しい仕事をつくりだす村

ゼロカーボンビジョンに
基づく地球

温暖化対策費への
新規予算計上はない

３
月
定
例
会

村の真髄はここにあり
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問
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
補

助
金
の
白
馬
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
設
立
準
備
財
団

（
以
下「
Ｈ
Ｉ
Ｓ
」）へ
の
補
助
金
に
つ

い
て
、Ｈ
Ｉ
Ｓ
事
業
の
説
明
を
受
け

て
い
な
い
。ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、誰
で
も

応
募
で
き
る
も
の
な
の
か
。ま
た
告

知
さ
れ
て
い
る
か
。

答
平
成
30
年
に「
ふ
る
さ
と
寄

付
を
活
用
し
た
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
補
助
金
交
付
要
綱
」を

制
定
。一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
申
請
は
可
能
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、個
別
相
談
に
は
対
応
し

て
い
る
。

問
本
村
の
教
育
面
の
課
題
は
白

馬
高
校
。
行
政
と
し
て
何
が

課
題
で
、Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
地
域
課
題
が
解
決
さ
れ
る
の
か
。

審
査
委
員
会
の
構
成
は
。

答
審
査
委
員
は
副
村
長
以
下
課

長
職
。Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
活
動
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参

加
な
ど
が
地
域
の
課
題
解
決
に
な
る

と
評
価
し
た
。

※ 

委
員
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、Ｈ
Ｉ
Ｓ

設
立
準
備
財
団
の
代
表
か
ら
、翌

日
に
事
業
内
容
の
説
明
を
受
け

た
。

  

地
域
要
望
に
応
え
る
除
雪
は

地
域
要
望
に
応
え
る
除
雪
は

�

建
設
課

問
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
と
ダ
ン
プ
の

購
入
目
的
と
費
用
は
。

答
ド
ー
ザ
ー
は
３
ｔ
級
の
小
型
。

除
雪
や
道
路
維
持
に
使
用
。

購
入
費
は
６
０
０
万
円
。融
雪
剤
散

布
用
ダ
ン
プ
は
10
年
を
経
過
し
故
障

も
多
か
っ
た
。購
入
費
は
７
４
６
万

円
。問

無
電
中
化
事
業
で
設
置
さ
れ

る
緑
地
帯
へ
の
植
栽
は
誰
が

す
る
の
か
。歩
道
の
舗
装
、ト
ラ
ン
ス
、

街
灯
だ
け
で
は
と
て
も
無
機
質
に
な

る
の
で
は
。

答
植
栽
は
県
事
業
。
地
元
と
協

議
し
植
栽
木
を
決
定
す
る
。

埋
設
物
の
関
係
か
ら
緑
地
帯
の
大
き

さ
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
、県
道
南
側

は
設
置
で
き
な
い
。適
正
な
も
の
を

７
年
度
ま
で
に
決
定
す
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
地
区
役
員
懇
談
会

を
開
催
し
て
い
な
い
。多
く
の

地
区
要
望
に
応
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
道
路
新
設
と
い
っ
た
大
型
事

業
は
な
く
、舗
装
修
繕
等
の

細
々
し
た
要
望
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

道
路
維
持
費
の
工
事
費
１
千
万
円
、

起
債
事
業
の
工
事
費
６
千
４
百
万
円

で
対
応
す
る
考
え
。

未来につながる 事業を期待する！未来につながる 事業を期待する！未来につながる 事業を期待する！
起債減・財政調整基金  取り崩しなしは良いが起債減・財政調整基金  取り崩しなしは良いが起債減・財政調整基金  取り崩しなしは良いが

●白馬高校支援事業
	 9500万円
●学校環境整備事業
	 1700万円

●犬川小水力発電事業
	 4700万円
●駅前無電柱化街頭設置に対する地域づくり補助金
	 200万円

3月2日～
18日

予算特別
委員会

一人ひとりが成長し活躍できる村魅力ある自然を守る村
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各
種
シ
ス
テ
ム
の
導
入

各
種
シ
ス
テ
ム
の
導
入

  
メ
リ
ッ
ト
は

メ
リ
ッ
ト
は

�

税
務
課�

問
家
屋
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、

評
価
済
み
の
家
屋
デ
ー

タ
も
入
力
す
る
の
か
。ま
た
シ
ス

テ
ム
の
構
築
者
は
だ
れ
か
。

答
民
間
業
者
が
構
築
し
た
も

の
。新
築
し
た
も
の
を
入
力
、

過
去
の
建
築
の
入
力
も
あ
り
得
る
。

問
様
々
な
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
が
、徴
収
と
納
税

の
利
便
性
だ
け
で
な
く
、申
告
上

の
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。

答
償
却
資
産
申
告
、給
与
支

払
報
告
書
、法
人
村
民
税

の
申
告
が
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
に
な
っ
て
い
る
。来
年
度
は
軽

自
動
車
の
納
税
証
明
が
オ
ン
ラ

イ
ン
化
さ
れ
る
。

    

実
習
館
の
薪
ス
ト
ー
ブ

実
習
館
の
薪
ス
ト
ー
ブ

    

管
理
は

管
理
は

�

農
政
課�

問
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
経
費

負
担
金
は
初
期
の
み
か
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
も
補
助

す
る
の
か
。

答
認
定
時
及
び
更
新
時
の
経

費
。更
新
は
毎
年
す
る
。

問
農
業
体
験
実
習
館
の
改

修
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

貸
出
し
時
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の
後

始
末
は
誰
が
す
る
の
か
。

答
玄
関
周
り
の
ス
ロ
ー
プ

と
身
障
者
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
施
工
。
薪
ス
ト
ー
ブ
は
ペ

レ
ッ
ト
も
併
用
で
き
る
機
器
。

問
青
年
就
農
給
付
金
は
、田

植
え
と
稲
刈
り
し
か
し

な
い
就
農
者
も
み
ら
れ
る
。厳
格

な
認
定
に
努
め
ら
れ
た
い
。

答
面
談
の
際
に
ひ
ど
い
耕

作
の
就
農
者
に
は
、補
助

金
を
出
さ
な
い
旨
を
伝
え
て
あ

る
。問

犬
川
電
動
ゲ
ー
ト
・
小
水

力
発
電
の
詳
細
説
明
を
。

答
県
下
初
の
農
業
ス
マ
ー

ト
化
モ
デ
ル
事
業
。負
担

率
は
国
55
％
、県
14
％
、村
31
％

で
地
元
負
担
1
2
．
5
％
を
含

む
。電
動
ゲ
ー
ト
は
、村
負
担
の

う
ち
25
％
を
地
元
飯
田
区
が
負

担
。

    

ふ
れ
あ
い
の
杜
石
彫

ふ
れ
あ
い
の
杜
石
彫

    

復
旧
は
村
負
担
か

復
旧
は
村
負
担
か

�

住
民
課�

問
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

横
の
ふ
れ
あ
い
の
杜
の

石
彫
復
旧
工
事
費
の
内
訳
は
。広

域
連
合
は
費
用
負
担
す
る
の
か
。

答
ク
レ
ー
ン
費
、支
障
木
の

伐
採
、伐
採
後
の
植
栽
費

用
。広
域
連
合
か
ら
の
補
助
は
な

い
。公
園
整
備
は
大
き
な
範
囲
で

の
整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問
ご
み
集
積
場
補
助
金
の

要
望
地
区
は
。

答
瑞
穂
、深
空
、森
上
。

    

浄
化
槽
整
備
補
助
の

浄
化
槽
整
備
補
助
の

    

増
加
要
因
は

増
加
要
因
は

�

上
下
水
道
課�

問
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

事
業
が
増
加
傾
向
と
な

る
要
因
は
。

答
下
水
道
区
域
外
の
み
そ

ら
野
、め
い
て
つ
が
主
。

近
年
外
国
人
の
建
築
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
た
め
。

問
区
域
外
流
入
可
能
地
も

浄
化
槽
と
す
る
の
か
。

答
区
域
外
流
入
が
可
能
な

ら
ば
許
可
す
る
。た
だ
し

管
渠
延
長
費
用
は
申
請
者
持
ち
。

認
め
る
の
は
自
然
流
下
の
み
で

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
は
認
め
な
い
。

    

４
０
０
万
円
で
何
が

４
０
０
万
円
で
何
が

    

で
き
る
の
か

で
き
る
の
か

�

観
光
課�

問
八
方
池
山
荘
建
て
替
え

は
大
き
な
決
断
。基
本
設

計
委
託
料
４
０
０
万
円
の
内
訳

は
。答

規
模
と
内
容
、そ
の
概
算

費
用
、法
令
上
の
課
題
整

理
が
主
。テ
ラ
ス
の
充
実
等
も
計

画
策
定
の
際
に
検
討
し
、丸
投
げ

で
な
く
索
道
や
地
域
の
意
見
も

聴
く
。

問
ド
ロ
ー
ン
事
業
の
４
年

度
か
ら
の
計
画
は
。

答
推
進
交
付
金
事
業
は
終

了
。４
年
度
か
ら
は
運
行

実
証
を
も
と
に
事
業
者
が
実
施

し
て
い
く
。村
は
財
政
面
の
支
援

は
し
な
い
。

    

民
生
委
員
の
な
り
手

民
生
委
員
の
な
り
手

    

不
足
解
消
は

不
足
解
消
は

�

健
康
福
祉
課�

問
民
生
児
童
委
員
の
改
選

年
度
。ど
の
地
区
も
な
り

手
不
足
。
課
と
し
て
の
考
え
方

と
、め
い
て
つ
区
の
欠
員
に
つ
い

て
の
課
の
対
応
は
。

答
12
月
で
改
選
。な
り
手
が

な
い
こ
と
は
把
握
。県
か

ら
年
令
基
準
の
撤
廃
を
打
診
さ

れ
賛
成
し
て
い
る
。め
い
て
つ
区

に
は
今
後
も
交
渉
し
て
い
く
。

問
除
雪
支
援
員
は
、年
齢
制

限
と
県
内
に
血
縁
者
が
い

る
場
合
は
利
用
で
き
な
い
制
度
。

制
限
の
緩
和
が
で
き
な
い
か
。

答
血
縁
者
の
件
は
緩
和
し

て
行
き
た
い
。

    

学
校
の
在
り
方
と
Ｈ
Ｉ
Ｓ

学
校
の
在
り
方
と
Ｈ
Ｉ
Ｓ  

    

生
徒
の
受
入
れ
は

生
徒
の
受
入
れ
は

�

教
育
課�

問
学
校
の
在
り
方
検
討
委

員
会
の
検
討
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
。将
来
的
に
統
合
の

方
向
性
は
。

答
11
月
の
答
申
で
は
村
の

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

で
検
討
を
と
の
意
見
。全
村
民
対

象
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
考

え
。長
寿
命
化
計
画
で
は
令
和
18

年
が
延
命
の
期
限
。統
合
す
る
か

否
か
の
結
論
は
出
て
い
な
い
。

 

意
見  

学
校
の
在
り
方
は
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
上
で
は
存
続
だ

ろ
う
が
、財
政
状
況
や
老
朽
化
は

よ
く
説
明
し
、行
政
は
統
合
と
い

う
選
択
肢
を
基
本
に
持
っ
て
臨

む
必
要
が
あ
る
。

問
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
生
徒
の
受
入

れ
に
つ
い
て
、義
務
教
育

課
程
は
中
学
に
席
を
置
く
こ
と

に
な
る
。交
流
の
考
え
や
、机
等

備
品
の
用
意
は
。
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答
法
的
に
は
中
学
校
に
在

籍
し
登
校
し
な
け
れ
ば

不
登
校
と
な
る
。教
委
と
し
て
可

と
出
来
る
か
は
頭
の
痛
い
問
題
。

教
材
や
教
諭
の
増
、備
品
の
準
備

な
ど
、あ
く
ま
で
法
に
従
い
対
応

す
る
。

    

新
規
保
育
所
の
進
出
は

新
規
保
育
所
の
進
出
は

    

あ
る
の
か

あ
る
の
か

�

子
育
て
支
援
課�

問
保
育
所
等
整
備
補
助
金

は
、事
業
者
の
計
画
は
新

設
か
改
築
か
。

答
民
間
事
業
者
か
ら
申
し
出

が
あ
る
。
予
算
は
新
築
で

計
上
。
土
地
購
入
費
は
補
助
対
象

外
。補
助
率
は
国
２
／
３
、市
町
村

１
／
12
、事
業
者
負
担
１
／
４
。

問
不
妊
治
療
の
状
況
は
。

答
治
療
と
相
談
と
も
に
増

加
し
て
い
る
。５
万
円
を

上
限
に
５
名
分
計
上
。

    

図
書
館
の
再
検
討
範
囲
は

図
書
館
の
再
検
討
範
囲
は

�

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課�

問
図
書
館
検
討
委
員
会
は

ど
こ
ま
で
リ
セ
ッ
ト
し

て
検
討
を
す
る
の
か
。

答
Ａ
・
Ｃ
コ
ー
ス
の
み
で
大

会
は
開
催
可
能
。経
費
を

掛
け
て
整
備
す
る
考
え
は
な
い
。

問
使
っ
て
い
な
い
ス
ノ
ー

ハ
ー
プ
Ｂ
コ
ー
ス
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
場
所
の
再
検
討
。駅
以
外

の
３
カ
所
で
再
検
討
す

る
。基
本
計
画
を
見
直
し
て
、施

設
規
模
、機
能
、費
用
、官
民
連
携

等
を
再
検
討
す
る
。

●●��

議
案
第

議
案
第
1818
号　

令
和
４
年
度

号　

令
和
４
年
度

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
予
算

勘
定
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ

10
億
１
４
９
８
万
９
千
円
。国
保

税
は
２
億
８
２
９
万
９
千
円
、県

支
出
金
６
億
８
７
８
４
万
６
千

円
、一
般
会
計
繰
入
金
１
億
４
９

０
万
８
千
円
を
計
上
。歳
出
の
保

険
給
付
費
は
６
億
７
９
７
４
万

１
千
円
。

 

質
疑 問

医
療
費
通
知
は
4
か
月
以

上
遅
れ
て
届
き
確
定
申
告

に
は
使
え
な
い
。何
た
め
の
通
知
か
。

答
レ
セ
プ
ト
点
検
が
あ
る

た
め
遅
れ
る
。通
院
等
の

確
認
の
た
め
に
送
付
し
て
い
る
。

●●��

議
案
第

議
案
第
1919
号　

令
和
４
年
度

号　

令
和
４
年
度

白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ

10
億
７
８
０
万
円
。保
険
料
は

広
域
連
合
資
料
に
基
づ
き
８
０

１
５
万
円
を
、一
般
会
計
繰
入
金

２
７
３
６
万
３
千
円
を
計
上
。

歳
出
の
広
域
連
合
負
担
金
は

１
億
５
３
８
万
４
千
円
。

●●��

議
案
第

議
案
第
2020
号　

令
和
４
年
度

号　

令
和
４
年
度

白
馬
村
農
業
集
落
排
水
事
業

白
馬
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ

３
９
３
万
７
千
円
。

●●��

議
案
第

議
案
第
2121
号　

令
和
４
年
度

号　

令
和
４
年
度

白
馬
村
水
道
事
業
会
計
予
算

白
馬
村
水
道
事
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
収
益
は
３
億
９
８
０
万

１
千
円
。
水
道
事
業
費
用
は

２
億
６
６
７
１
万
２
千
円
。二
股

浄
水
場
運
転
管
理
委
託
料
、倉
下

送
水
ポ
ン
プ
修
繕
費
、検
満
メ
ー

タ
ー
取
替
工
事
な
ど
の
経
費
が

主
な
も
の
。

　

資
本
的
収
入
は
４
８
８
５
万

３
千
円
。
駅
前
無
電
柱
化
移
転

補
償
費
用
、企
業
債
、一
般
会
計

か
ら
の
出
資
金
。資
本
的
支
出
は

１
億
４
８
１
７
万
６
千
円
で
、無

電
柱
化
に
伴
う
水
道
設
備
の
移

転
、配
水
管
布
設
工
事
４
か
所
、

機
器
更
新
工
事
２
件
の
ほ
か
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
更
新
の
検
討
業
務

委
託
料
な
ど
が
主
な
も
の
。

 

質
疑 問

め
い
て
つ
区
の
更
新
範

囲
は
。そ
れ
以
外
も
老
朽

化
し
て
い
る
。ど
ち
ら
に
比
重
を

置
き
更
新
す
る
考
え
か
。

答
め
い
て
つ
区
更
新
は
、

３
０
０
ｍ
を
飯
森
側
の

給
水
不
良
の
解
消
も
兼
ね
る
。 

村
内
の
基
幹
管
路
は
更
新
を
急

ぐ
。給
水
不
良
個
所
は
早
急
に
対

応
が
必
要
。民
地
内
配
管
も
残
っ

て
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

施
工
す
る
。

●●��

議
案
第

議
案
第
2222
号　
令
和
４
年
度
白

号　
令
和
４
年
度
白

馬
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

馬
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　

下
水
道
事
業
収
益
は

４
億
７
８
５
０
万
６
千
円
。

　

資
本
的
収
入
は
３
億
６
２
２
４

万
５
千
円
。
資
本
的
支
出
は

４
億
７
５
６
８
万
８
千
円
。
浄

化
セ
ン
タ
ー
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
策
定
費
委
託
料

２
７
１
５
万
円
の
ほ
か
、無
電
柱

化
関
係
、長
期
債
償
還
元
金
、職

員
人
件
費
な
ど
を
計
上
。一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
は
、収
益
的
・
資

本
的
合
わ
せ
て
３
億
３
９
５
０
万

円
で
、前
年
同
額
。

 

質
疑 問

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
は
何
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

答
下
水
道
全
般
の
更
新
計

画
。今
回
は
処
理
場
の
更

新
計
画
。国
庫
補
助
を
受
け
る
た

め
に
必
要
。

問
下
水
道
区
域
の
拡
張
は

も
う
困
難
と
考
え
る
の

か
。ダ
メ
な
理
由
は
資
金
面
か
人

員
面
か
。

答
下
水
道
会
計
は
資
金
が

な
く
今
以
上
の
拡
張
は

無
理
。人
員
を
増
や
し
て
も
設
計

な
ど
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す

る
。職
員
の
頭
数
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
。

予算特別委員会採決結果

議案 採決

議案第１７号 可決 全員

議案第１８号 可決 全員

議案第１９号 可決 全員

議案第２０号 可決 全員

議案第２１号 可決 全員

議案第２２号 可決 全員
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総
務
社
会総

務
社
会
委
員
会

総
務
社
会
委
員
会

●●��

議
案
第
２
号　

内
山
辺

議
案
第
２
号　

内
山
辺

地
ほ
か
２
辺
地
に
係
る

地
ほ
か
２
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定　

総
合
整
備
計
画
の
策
定　

　

令
和
４
年
度
か
ら
８
年
度

ま
で
５
年
間
の
、内
山
辺
地

ほ
か
２
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
策
定
。

　

3
辺
地
の
整
備
計
画
は
、

内
山
辺
地
で
は
ス
ノ
ー
ハ
ー

プ
メ
イ
ン
会
場
法
面
お
よ
び

木
橋
の
改
修
、落
倉
辺
地
で

は
村
道
３
１
０
１
号
線
改

良
。
野
平
辺
地
で
は
、重
要

伝
統
的
建
造
物
群
の
土
蔵
保

存
工
事
。
青
鬼
、通
の
青
鬼

辺
地
は
、辺
地
条
件
の
人
口

50
人
以
上
に
満
た
な
い
の

で
、野
平
辺
地
に
統
合
。

問
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
の
改

修
場
所
は
。
落
倉
の

村
道
３
１
０
１
号
線
は
、小

谷
村
側
の
西
側
に
入
る
未
舗

装
部
分
か
。

答
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
メ
イ

ン
会
場
の
東
側
法
面

と
正
面
の
木
橋
で
、落
倉
は

そ
の
と
お
り
。

●●��

議
案
第
３
号　

白
馬
村

議
案
第
３
号　

白
馬
村

八
方
体
育
館
の
指
定
管

八
方
体
育
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定

理
者
の
指
定

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
、

一
般
財
団
法
人
八
方
振
興

会
に
再
指
定
す
る
も
の
。指

定
期
間
は
令
和
４
年
４
月
1

日
か
ら
９
年
３
月
31
日
ま
で

の
５
年
間
。

問
指
定
管
理
は
体
育
館

だ
け
か
。
他
地
区
で

も
利
用
は
可
能
か
。

答
村
の
資
産
は
体
育
館

の
み
。
よ
っ
て
指
定

管
理
施
設
は
体
育
館
の
み
。

申
込
み
を
す
れ
ば
可
能
。

●●��

議
案
第

議
案
第
44
号　

白
馬
村

号　

白
馬
村

執
行
機
関
の
付
属
機
関

執
行
機
関
の
付
属
機
関

の
設
置
等
に
関
す
る
条

の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
条
例

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

に
よ
り
、い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
は
条
例
設
置
と

さ
れ
、現
在
の
設
置
要
綱
を

廃
止
し
条
例
で
位
置
づ
け
。

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
も

同
様
。

問
調
査
委
員
会
の
弁
護

士
等
は
、そ
の
都
度

人
選
か
。

答
そ
の
都
度
人
選
し
、

弁
護
士
は
村
の
顧
問

弁
護
士
に
相
談
、他
の
委
員

は
県
の
教
育
委
員
会
に
相

談
、な
お
事
務
は
総
務
課
所

管
。自
殺
等
の
重
大
事
案
の

調
査
で
あ
り
、調
査
委
員
会

設
置
は
村
長
。

問
い
じ
め
問
題
が
、前

面
に
出
て
皆
が
敏
感

に
な
る
が
、い
じ
め
対
応
は
。

答
い
じ
め
を
早
期
発
見

し
、い
じ
め
の
芽
を

早
く
摘
む
よ
う
に
対
処
し
て

い
る
た
め
、件
数
は
多
く
な
っ

て
い
る
。よ
く
見
て
い
る
か

ら
件
数
は
伸
び
る
と
理
解
。

●●��
議
案
第
５
号　

白
馬
村

議
案
第
５
号　

白
馬
村

特
別
職
の
職
員
で
、非
常

特
別
職
の
職
員
で
、非
常

勤
の
者
の
報
酬
に
関
す

勤
の
者
の
報
酬
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

す
る
条
例

　

白
馬
村
執
行
機
関
の
付

属
機
関
に
、い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
の
条
例
設

置
に
伴
い
委
員
報
酬
を
、日

額
６
１
０
０
円
、
半
日
額

３
８
０
０
円
と
す
る
。

　

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

の
委
員
報
酬
は
、弁
護
士
等

の
委
嘱
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
専
門
の
知
識
を
有
し

社
会
通
念
上
そ
の
報
酬
を
考

慮
す
べ
き
と
判
断
さ
れ
る
者

の
項
を
適
用
。

●●��

議
案
第
６
号　

ふ
る
さ

議
案
第
６
号　

ふ
る
さ

と
白
馬
村
を
応
援
す
る

と
白
馬
村
を
応
援
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

る
条
例

　

ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援

す
る
条
例
の
、事
業
区
分
ご

と
の
積
立
額
が
１
億
円
を
超

え
る
場
合
は
、超
え
た
額
に

つ
い
て
当
該
事
業
以
外
に

も
、事
業
区
分
変
更
し
て
積

み
立
て
が
で
き
る
と
し
た
い

も
の
。

問
事
業
区
分
に
よ
る
基

金
積
み
立
て
が
、指

定
以
外
の
事
業
区
分
に
な
る

旨
を
告
知
し
て
、寄
付
を
受

け
る
の
か
。

答
寄
付
者
に
は
、制
度

改
正
を
周
知
し
て
か

ら
寄
付
採
納
と
な
る
。

●●��

議
案
第
７
号　

白
馬
村

議
案
第
７
号　

白
馬
村

税
条
例
の
一
部
を
改
正

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

す
る
条
例

　

法
人
村
民
税
の
法
人
税

割
の
税
率
を
、１
０
０
分

８
．４
か
ら
１
０
０
分
6
に

改
正
、令
和
5
年
4
月
1
日

施
行
。
但
し
、法
人
村
民
税

の
法
人
税
割
の
特
例
規
定
を

附
則
に
設
け
、令
和
5
年
3

月
31
日
か
ら
８
年
3
月
30
日

ま
で
の
間
に
終
了
す
る
各
事

業
年
度（
３
年
間
）に
係
わ
る

法
人
税
割
の
税
率
を
１
０
０

分
７
．２
と
す
る
も
の
。

　
●●��

議
案
第
８
号　

白
馬
村

議
案
第
８
号　

白
馬
村

国
民
健
康
保
険
税
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例例
　

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保

障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

改
正
。

●●��

議
案
第
９
号　

白
馬
村

議
案
第
９
号　

白
馬
村

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一

掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

　

生
活
雑
排
水
槽
汚
泥
の
運

いじめ問題に備えいじめ問題に備えいじめ問題に備えいじめ問題に備え

協議会と調査委員会の条例を設置協議会と調査委員会の条例を設置協議会と調査委員会の条例を設置協議会と調査委員会の条例を設置
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搬
処
理
手
数
料
を
、処
理
費
用
の

値
上
げ
に
伴
い
１
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
23
円
か
ら
27
円
に
改
正
。

問
4
円
の
値
上
げ
の
影
響

は
、標
準
家
庭
で
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答
雑
排
水
の
汲
み
取
り
量

が
多
い
家
庭
で
、２
万
１

千
円
程
度
。

●●��

議
案
第

議
案
第
1111
号　

白
馬
村
消
防

号　

白
馬
村
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
年
金
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、日
本
政
策
金
融
公
庫
及

び
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
が

行
う
、恩
給
担
保
貸
付
事
業
の
廃

止
に
伴
う
条
例
の
整
理
。

●●��

議
案
第

議
案
第
1212
号　

令
和
３
年
度

号　

令
和
３
年
度

白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算

白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）所
管
事
項

（
第
９
号
）所
管
事
項

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
４
１
７
０
万
３
千

円
を
追
加
し
、総
額
を
67
億
７
２

６
４
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

�

総
務
課�

　

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
、南
小
・

北
小
の
姉
妹
都
市
交
流
の
中
止

に
よ
る
４
５
３
万
７
千
円
の
減

額
。ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
の
特

定
財
源
分
を
１
８
９
２
万
9
千

円
減
額
。

問
寄
附
金
に
つ
い
て
、総
務

課
科
目
に
計
上
の
金
額

と
、寄
附
金
の
金
額
両
方
が
減
額

の
意
味
は
。

答
当
初
計
上
額
が
過
大
で

あ
っ
た
。各
事
業
の
割
振

り
と
し
て
指
定
な
し
で
、村
長
が

指
定
し
た
も
の
と
の
調
整
分
も

あ
る
。

�

住
民
課�

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
シ
ス
テ
ム
整
備
委
託
料

２
０
９
万
６
千
円
の
増
額
。保
険

基
盤
安
定
繰
入
金
確
定
に
伴
う

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
の
８
７
４
万
円
の
減
額
。

�

健
康
福
祉
課�

　

佐
野
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
建
設
取
下
げ
書
が
、令
和

３
年
11
月
５
日
に
提
出
さ
れ
、

９
６
２
万
２
千
円
の
減
額
。　

問
取
下
げ
理
由
は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
、建
築
費
用

が
１
．５
倍
か
ら
２
倍
に

高
騰
し
た
こ
と
に
よ
る
。

�

教
育
課�

　

中
学
校
女
子
ト
イ
レ
の
洋
式

化
工
事
に
４
８
１
万
６
千
円
の

増
額
。燃
料
費
、光
熱
水
費
の
高

騰
に
よ
り
、南
小
学
校
管
理
事
業

１
１
６
万
９
千
円
。北
小
学
校
管

理
事
業
１
３
０
万
円
の
増
額
。

問
南
小
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
で

断
熱
材
を
入
れ
た
経
緯

が
あ
る
が
、次
年
度
の
計
画
は
。

答
次
年
度
の
計
画
は
聞
い

て
い
な
い
が
、継
続
し
た

い
と
の
話
は
聞
い
て
い
る
。

�
子
育
て
支
援
課�

　

児
童
手
当
等
給
付
事
業
副
食

費
補
助
金
で
、１
３
４
８
万
２
千

円
の
減
額
。

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
事
業
は
、コ
ロ
ナ
禍
で

家
計
急
変
世
帯
の
増
加
に
よ
り

２
０
０
万
円
の
増
額
。
し
ろ
う

ま
保
育
園
職
員
募
集
に
応
募
が

な
く
、人
件
費
６
１
０
万
円
減

額
。
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
職
員

募
集
に
応
募
が
な
く
、人
件
費

１
０
１
万
８
千
円
減
額
。

問
保
育
士
の
処
遇
改
善
加

算
に
、し
ろ
う
ま
保
育
園

の
保
育
士
は
な
い
が
。

答
村
の
保
育
士
も
該
当
す

る
が
、見
込
ん
で
い
な
い
。

ま
ず
は
民
間
か
ら
と
、総
務
課
と

協
議
。交
渉
は
継
続
す
る
。令
和

４
年
９
月
ま
で
補
助
で
き
る
。10

月
か
ら
は
公
定
価
格
に
含
ま
れ

施
設
型
・
地
域
型
給
付
費
で
交
付

さ
れ
る
。

�

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課�

　

燃
料
光
熱
水
費
１
９
６
万
３

千
円
の
増
額
と
、ウ
イ
ン
グ
21

の
大
雪
に
よ
る
屋
根
補
修
と
、

正
月
の
強
い
寒
気
に
よ
り
、２

階
ロ
ビ
ー
の
温
水
パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー
が
凍
結
。
そ
の
後
の
漏
水

で
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
・
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
・
床
材
等
の
修
繕
費

５
５
２
万
８
千
円
の
増
額
。

問
こ
の
冬
は
低
温
日
が
続

き
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
館

日
も
多
か
っ
た
が
、今
後
の
管
理

の
徹
底
は
。

答
課
内
で
注
意
し
、修
繕
は

繰
り
越
し
て
施
行
。 

総務社会委員会採決結果

議案 採決

議案第２号 可決 全員

議案第３号 可決 全員

議案第４号 可決 全員

議案第５号 可決 全員

議案第６号 可決 全員

議案第７号 可決 全員

議案第８号 可決 全員

議案第９号 可決 全員

議案第１１号 可決 全員

議案第１２号 可決 全員

議案第１３号 可決 全員

議案第１４号 可決 全員
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大雪により除雪費は相次ぐ増額補正大雪により除雪費は相次ぐ増額補正大雪により除雪費は相次ぐ増額補正大雪により除雪費は相次ぐ増額補正

追加額はなんと！２億１千万円追加額はなんと！２億１千万円追加額はなんと！２億１千万円追加額はなんと！２億１千万円
産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会　

●●��

議
案
第

議
案
第
1010
号　

白
馬
村
山
小
屋

号　

白
馬
村
山
小
屋

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

山
小
屋
の
宿
泊
料
金
を
素
泊

ま
り
料
金
の
み
と
し
、利
用
料
は

大
人
一
泊
１
万
円
、小
学
生
５
千

円
、小
学
生
未
満
３
千
円
。

問
食
事
を
含
む
料
金
は
。

答
食
事
料
金
は
指
定
管
理
者

が
設
定
し
村
長
の
承
認
が

必
要
。
食
事
込
み
の
宿
泊
料
金
は

１
泊
２
食
付
き
大
人
１
万
３
千

円
、子
供
７
５
０
０
円
を
計
画
。

●●��
議
案
第

議
案
第
1212
号　

令
和

号　

令
和
33
年
度
白

年
度
白

馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

99
号
）所
管
事
項

号
）所
管
事
項

�

観
光
課�

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
第
６
波
対
応
事
業
者
支
援
金

７
０
９
６
万
円
が
主
な
も
の
。 

問
第
６
波
対
応
事
業
者
支
援

金
に
つ
い
て
、見
込
み
事
業

者
数
は
。

答
経
済
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
事

業
所
数
は
９
６
５
件
。
こ

れ
ま
で
の
感
染
対
策
支
援
の
実

績
な
ど
を
踏
ま
え
７
０
０
件
。審

査
認
定
機
関
は
白
馬
商
工
会
を

想
定
。

問
２
０
２
０
年
に
開
業
し
て

い
な
い
事
業
へ
の
特
例
は
。

答
２
０
２
１
年
３
月
以
降
の

開
業
者
は
こ
の
支
援
金
の

対
象
外
。
国
の
事
業
復
活
支
援
金

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

�

上
下
水
道
課�

　

合
併
浄
化
槽
整
備
事
業
補
助

金
の
事
業
確
定
に
よ
り
４
２
５

万
３
千
円
の
減
額
が
主
な
も
の
。

�

建
設
課�

　

除
雪
事
業
の
委
託
料
１
億
１
千

万
円
、無
散
水
電
気
料
の
光
熱
水

費
に
２
０
０
万
円
が
主
な
増
額
。

�

農
政
課�

　

青
年
就
農
給
付
金
２
名
分

３
０
０
万
円
の
増
額
。
農
地
集
積

協
力
金
に
北
城
南
部
地
区
ほ
場
整

備
事
業
協
議
会
へ
２
６
６
万
５
千

円
が
主
な
も
の
。

　

北
城
南
部
地
区
ほ
場
整
備
事
業

の
事
業
前
倒
し
に
２
５
３
３
万
８

千
円
の
増
額
。
犬
川
用
水
電
動

ゲ
ー
ト
設
置
・
小
水
力
発
電
事
業

の
設
計
委
託
料
２
５
４
万
円
減

額
が
主
な
も
の
。

問
新
規
就
農
者
の
補
助
条
件

は
。

答
法
律
で
は
49
歳
ま
で
が
対

象
。面
積
要
件
は
無
く
、農

地
は
賃
貸
で
も
可
能
。
労
働
時
間

は
１
２
０
０
時
間
、
所
得
は

２
５
０
万
円
が
最
低
目
標
。

問
農
地
法
で
は
30
ａ
の
農
地

を
所
有
し
て
い
る
者
で
な

い
と
農
地
を
取
得
出
来
な
い
が
、新

規
就
農
者
が
農
地
を
取
得
す
る
た

め
に
は
。

答
30
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
、営
農
実
績
を
積
ん
で
農

業
委
員
会
で
審
査
し
、認
め
ら
れ

れ
ば
農
地
の
購
入
は
可
能
と
な
る
。

●●��

議
案
第

議
案
第
1313
号号��

令
和
３
年
度
白

令
和
３
年
度
白

馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算

定
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

　
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
８
７
４
万
１
千
円
を
減

額
し
、総
額
を
10
億
６
５
０
６
万

円
と
す
る
も
の
。

問
傷
病
手
当
金
60
万
円
の

算
出
根
拠
は
。

答
ひ
と
り
３
万
円
で
20
名

を
想
定
。

●●��

議
案
第

議
案
第
1414
号号��

令
和
３
年
度
白

令
和
３
年
度
白

馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
４
２
万
５
千
円
を
減
額
し
、総

額
を
１
億
３
１
３
万
１
千
円
と

す
る
も
の
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

年
度
末
を
見
込
み
２
４
２
万
円

の
減
額
。金
額
の
確
定
に
よ
り
、

繰
入
金
は
32
万
６
千
円
の
減
額
、

繰
越
金
は
32
万
１
千
円
の
増
額
。

　

歳
出
で
は
、広
域
連
合
負
担
金

２
４
３
万
６
千
円
の
減
額
。

産
業
経
済

国道の排雪作業
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●●��

議
案
第

議
案
第
1515
号　

令
和

号　

令
和
33
年
度
年
度

白
馬
村
水
道
事
業
補
正
予
算

白
馬
村
水
道
事
業
補
正
予
算

（
第
（
第
22
号
）
号
）

　

収
益
的
収
入
に
１
４
０
万

円
を
増
額
し
３
億
１
１
４
７

万
９
千
円
、
収
益
的
支
出
か

ら
２
４
０
万
円
を
減
額
し

２
億
５
５
５
６
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

●●��

議
案
第

議
案
第
1616
号　

令
和

号　

令
和
33
年
度
年
度

白
馬
村
下
水
道
事
業
補
正
予

白
馬
村
下
水
道
事
業
補
正
予

算（
第
算（
第
22
号
）
号
）

　

収
益
的
収
入
に
６
４
９
万
９

千
円
増
額
し
５
億
２
１
８
３
万

２
千
円
に
、
収
益
的
支
出
か

ら
９
３
１
万
５
千
円
減
額

し
５
億
５
６
６
万
９
千
円

に
。
資
本
的
収
入
額
か
ら

１
億
６
４
７
万
３
千
円
減
額
し

３
億
３
２
１
７
万
７
千
円
に
、

資
本
的
支
出
か
ら
７
３
７
万
４

千
円
減
額
し
４
億
５
４
４
９
万

１
千
円
と
す
る
も
の
。

問
一
般
会
計
補
助
金
の
不

要
額
は
一
般
会
計
へ
返

金
し
て
は
。

答
下
水
道
事
業
は
建
設
改

良
の
積
立
も
出
来
て
い

な
い
の
で
、節
約
し
な
が
ら
可

能
な
限
り
内
部
留
保
し
て
い
き

た
い
。

●●��

陳
情
第

陳
情
第
11
号　

消
費
税「
適

号　

消
費
税「
適

格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）方

格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）方

式
」の
実
施
延
期
を
求
め
る

式
」の
実
施
延
期
を
求
め
る

意
見
書

意
見
書

　

陳
情
内
容
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

地
域
の
雇
用
不
安
や
中
小
企
業

の
経
営
不
振
が
広
が
っ
て
お

り
、
そ
の
中
、
来
年
10
月
よ
り

開
始
さ
れ
る
消
費
税
の「
適
格

請
求
書
」い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
つ
い
て
、当
面
実
施

の
延
期
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
す
る
も
の
。

産業経済委員会採決結果
議案 採決

議案第１０号 可決 全員

議案第１２号 可決 全員

議案第１５号 可決 全員

議案第１６号 可決 全員

陳情第１号 可決 全員

発
議
第
1
号
　
地
域
高
規
格
道
路「
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
」の
早
期
建
設
を
求
め
る

意
見
書

議
案
第
23
号
　
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

反
対
討
論　
尾
川　
耕

議
会
と
し
て
県
に「
早
期
建
設
を
求
め
る

意
見
書
」を
出
せ
ば
、村
民
の「
総
意
」に
基

づ
い
た
意
見
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
。
白

馬
で
の
意
見
交
換
会
は
20
年
以
上
前
。
こ

の
計
画
は
１
９
９
４
年
頃
に
作
ら
れ
た
国

の
政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
旦

具
体
的
に
動
き
出
す
と
止
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
。
先
ず
は
今
の
住
民
や「
将
来

世
代
」の
要
望
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

賛
成
討
論　
松
本
喜
美
人�

長
年
、
熱
望
し
て
い
る
道
路
で
あ
り
、
白

馬
の
発
展
、
村
民
の
福
祉
向
上
、
平
成
26
年

の
神
城
断
層
地
震
を
経
験
し
た
者
に
と
っ

て
は
、災
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
も
必
要
。

要
望
事
項
に
は
、白
馬
村
内
区
間
の
調
査

及
び
検
討
に
つ
い
て
、鋭
意
前
進
を
図
る
こ

と
と
あ
り
、村
内
計
画
に
つ
い
て
村
民
意
見

を
集
約
す
る
う
え
で
も
、長
野
県
か
ら
の
村

内
ル
ー
ト
案
の
提
示
が
必
須
。

反
対
討
論　
加
藤
ソ
フ
ィ
ー�

計
画
当
初
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や

ス
キ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
り
、大
渋
滞
は
当
た
り

前
な
時
代
。
20
年
以
上
経
っ
た
今
、環
境
は

大
き
く
変
化
し
、若
い
世
代
や
移
住
し
て
き

た
方
々
は
こ
の
計
画
自
体
を
よ
く
知
ら
な

い
方
も
大
勢
い
る
。
多
額
の
お
金
を
か
け

新
し
い
道
路
を
つ
く
る
こ
と
が
最
善
策
で

あ
る
か
、改
め
て
議
論
し
直
す
こ
と
が
必
要
。

計
画
の
村
民
へ
の
周
知
の
徹
底
が
先
。

反
対
討
論　
加
藤
亮
輔�

こ
の
議
案
は
、北
城
の
道
路
地
の
所
有
権

争
い
で
す
。
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、こ
じ
れ

た
話
で
す
が
、
行
政
は
、
役
人
の
ヨ
ロ
イ
を

脱
い
で
、被
告
と
も
ど
も
お
互
い
が
歩
み
寄

り
、対
話
で
解
決
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま

た
行
政
が
住
民
を
訴
え
る
行
為
に
つ
い
て

議
員
と
し
て
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
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●● 令 和 ４ 年 第 １ 回 臨 時 会 　 議 決 結 果 ●●
件　　名 議決結果

令和３年度白馬村一般会計補正予算（第８号） 可決

議
決
結
果

●● ３ 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●●

●● 請 願・陳 情 文 書 ●●
提出者 住所 要　旨 審査結果

北アルプス民主商工会
会長　種山　博茂 大町市 消費税「適格請求書（インボイス）方式」の実施延期を求

める陳情書
採択

反対：津滝・松本

件　　名 議決結果
内山辺地ほか２辺地に係る総合整備計画の策定について 可決
白馬村八方体育館の指定管理者の指定について 可決
白馬村執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 可決
白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について 可決
ふるさと白馬村を応援する条例の一部を改正する条例について 可決
白馬村税条例の一部を改正する条例について 可決
白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決
白馬村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 可決
白馬村山小屋条例の一部を改正する条例について 可決
白馬村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 可決
令和３年度白馬村一般会計補正予算（第９号） 可決
令和３年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） 可決
令和３年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
令和３年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号） 可決
令和３年度白馬村下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
令和４年度白馬村一般会計予算 可決
令和４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算 可決
令和４年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算 可決
令和４年度白馬村農業集落排水事業特別会計予算 可決
令和４年度白馬村水道事業会計予算 可決
令和４年度白馬村下水道事業会計予算 可決

訴えの提起について 可決
反対：尾川・加藤

令和３年度白馬村一般会計補正予算（第 10号） 可決
同意

白馬村固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
発委

白馬村議会会議規則の一部を改正する規則について 可決

消費税「適格請求書（インボイス）」の実施延期を求める意見書 可決
反対：松本

発議

地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」の早期建設を求める意見書
可決

反対：加藤ソ・
尾川

ロシアのウクライナ侵攻を強く非難する決議 可決
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２年７か月遅れの白馬村最後の成人式（３月20日）
次からは、「二十歳の集い」に名称変更

一般質問一般質問一般質問

村村
 政 政をを問問うう

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・公共施設や学校トイレへ生理用品の設置は… 12

・地域みらい留学に参加、全国募集の成果は… 13

・大北管内の給食費負担に差があり過ぎるが… 14

・ケーブルテレビの将来像をどう考えるか…… 15

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

質問内容

・ゼロカーボンに向けた具体的な行動計画は… 16

・高齢者福祉サービスに関わる人手は充分か… 17

・存続にどの様な問題意識を持っているのか… 18
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内閣府男女共同参画局：みんなで目指す！
SDGs×ジェンダー平等より

まだまだ根強い男女格差を表している。

田中 麻乃 議員

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の

実
現
を
目
指
す
男
女
共
同

参
画
へ
の
取
り
組
み
】

問
生
理
の
貧
困
に
お
け
る

村
の
取
り
組
み
や
考
え

は
。答

住
民
の
生
活
支
援
の
一

部
で
あ
る
と
認
識
。
社

協
で
生
活
福
祉
資
金
と
し
て
、

緊
急
小
口
資
金
、さ
ら
に
総
合

支
援
資
金
の
相
談
を
積
極
的
に

受
付
。令
和
２
年
４
月
以
降
令
和

４
年
２
月
ま
で
、延
べ
３
０
６

件
、１
億
１
９
０
０
万
円
余
り

の
資
金
貸
付
を
実
行
。

問
金
銭
だ
け
で
な
く
、小
口

資
金
の
ご
相
談
に
来
ら

れ
た
女
性
の
方
へ
の
提
供
、公

共
施
設
、学
校
の
ト
イ
レ
へ
生

理
用
品
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
 

副
村
長  

保
健
師
や
教

育
委
員
会
と
相
談
。
保

健
師
が
前
向
き
に
対
応
し
、早

速
庁
舎
の
ト
イ
レ
に
置
く
こ
と

で
段
取
り
し
て
い
る
。学
校
関

係
は
教
育
委
員
会
の
所
管
に
な

る
が
、ぜ
ひ
需
要
を
把
握
し
た

上
で
行
な
え
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。問

村
に
お
け
る
男
女
間
の

賃
金
格
差
を
把
握
し
て

い
る
か
。ま
た
、格
差
改
善
の
考

え
は
。

答
村
単
独
で
の
実
態
の
把

握
は
非
常
に
困
難
。
具

体
的
な
進
捗
は
な
い
。男
女
に

等
し
く
成
長
機
会
を
提
供
し
、

性
差
別
な
く
能
力
を
評
価
す
る

制
度
の
確
立
が
必
要
。多
様
な

人
材
の
、多
様
な
働
き
方
が
認

め
ら
れ
る
平
等
で
公
平
な
職
場

環
境
を
整
え
、女
性
管
理
者
も

当
た
り
前
と
い
う
社
会
の
実
現

に
向
け
取
り
組
む
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
村
民
向
け
に
は
、子
育
て

や
人
権
、D
V
等
の
講

演
実
施
。職
員
向
け
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
研
修
会
開
催
等
を
行

な
っ
て
い
る
。

問
村
職
員
、議
会
、行
政
委

員
会
で
あ
る
教
育
委
員

会
、選
挙
管
理
委
員
会
、監
査
委

員
、農
業
委
員
会
な
ど
の
女
性

の
公
職
参
加
率
は
。

答
多
く
の
委
員
会
で
女
性

委
員
が
い
な
い
の
が
実

情
。庁
内
の
女
性
職
員
比
率
は
、

令
和
３
年
度
で
、85
名
中
24
名

の
2
8
．2
％
。行
政
委
員
会
及

び
主
だ
っ
た
審
議
会
数
41
の
女

性
割
合
に
つ
い
て
は
、３
７
１

人
中
65
人
で
、1
7
．5
％
。女

性
の
公
職
参
加
は
、そ
れ
自
体

が
重
要
な
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、

行
政
、立
法
機
関
に
女
性
が
参

加
す
れ
ば
、女
性
、子
ど
も
、家

庭
に
焦
点
を
充
て
た
政
策
や
立

法
に
つ
な
が
る
。

問
村
第
三
次
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
計
画
は

第
一
次
か
ら
14
年
ほ
ど
経
過
。

こ
れ
ま
で
新
た
な
課
題
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
改
善
し
た
か
。

答
社
会
全
体
の
慣
習
で
女

性
の
社
会
参
画
に
対
し

消
極
的
な
意
識
が
薄
れ
な
い
の

は
若
年
層
で
は
な
く
上
の
階
層
。

一
次
か
ら
三
次
を
通
し
て
そ
の

年
代
に
意
識
を
変
え
て
い
た
だ

か
な
い
と
社
会
形
成
は
厳
し
く
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
か
ら

計
画
そ
の
も
の
の
内
容
が
あ
ま

り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

問
庁
内
の
女
性
管
理
職（
課

長
級
）は
直
近
10
年
で
２

人
。管
理
職
へ
の
女
性
登
用
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
適
正
年
代
に
も
う
じ
き

達
す
る
職
員
も
い
る
。

女
性
管
理
職
の
登
用
を
、積
極

的
に
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。問

長
野
県
飯
島
町
は
平
成

30
年
に
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
見
直
し
の
た
め
、住
民

に
実
態
調
査
と
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
な
っ
て
い
る
。村
の
男

女
格
差
の
実
態
や
村
民
の
意
識

を
把
握
す
る
た
め
に
、次
回
計

画
見
直
し
の
際
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
入
れ
て
は
。

答
前
向
き
に
考
え
た
い
。

答
需
要
を
把
握
し
た
上
で
行
う

問
公
共
施
設
や
学
校
ト
イ
レ

公
共
施
設
や
学
校
ト
イ
レ

へ
生
理
用
品
の
設
置
は

へ
生
理
用
品
の
設
置
は
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切久保 達也 議員

【
白
馬
高
校
】

問
前
期
受
験
者
数
・
後
期

志
願
者
数
は
。

答
普
通
科
16
名
募
集
19
名

が
受
験
、国
際
観
光
科
18

名
の
募
集
18
名
が
受
験
、後
期

受
験
志
願
状
況
は
、普
通
科
７

名
、国
際
観
光
学
科
は
ゼ
ロ
と

大
変
憂
慮
す
べ
き
数
字
。

問
公
営
塾
で
は
大
学
受
験

対
策
に
特
化
し
た
特
進

ク
ラ
ス
を
設
置
し
た
が
、受
験

し
た
主
な
大
学
は
。ま
た
連
携

に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
は
。

答
す
ぐ
結
果
に
繋
が
る
こ

と
は
難
し
い
が
、今
年
度

決
ま
っ
て
い
る
大
学
は
、静
岡

文
芸
大
学
・
松
本
大
学
な
ど
。昨

年
度
は
、鳥
取
大
・
京
都
外
大
・

名
古
屋
外
大
・
近
畿
大
な
ど
。ま

た
、信
州
大
学
と
連
携
協
定
し

た
。計
画
と
し
て
國
學
院
大
は
、

４
月
よ
り「
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
部
」が
開
設
、白
馬
高
校
か
ら

１
名
進
学
。
観
光
学
科
の
進
学

先
の
１
つ
と
し
て
指
定
校
に
つ

な
げ
て
い
く
よ
う
図
っ
て
い
る
。

問
地
元
中
学
校
へ
の
情
報

発
信
や
交
流
は
。

答
奨
学
金
の
返
済
の
補
助

な
ど
創
設
し
て
い
る
が

保
護
者
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。地

元
中
学
生
へ
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

交
流
に
つ
い
て
は
、高
校
生
が
小
・

中
学
生
の
ス
キ
ー
実
習
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
行
う
な
ど
、様
々

な
提
案
を
含
め
検
討
し
た
い
。

問
昨
年
11
月
に
四
国
３
校

視
察
し
た
が
参
考
点
は
。

答
ど
こ
も
小
さ
い
町
で
財

政
力
指
数
は
白
馬
よ
り

格
段
に
低
い
自
治
体
で
あ
る
が
、

立
派
な
寮
を
持
ち
地
元
高
校
の

存
在
価
値
を
、自
治
体
を
あ
げ

て
守
っ
て
い
る
。小
中
高
一
貫

教
育
に
取
り
組
み
、地
元
の
子

が
地
元
の
学
校
へ
通
っ
て
い
る
。

長
野
県
は
遅
れ
て
い
る
。

【
地
籍
調
査
】

問
昭
和
63
年
よ
り
佐
野
地

区
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、既

に
34
年
経
過
。当
初
の
計
画
で

は
平
坦
地
部
分
を
20
年
ほ
ど
で

完
了
す
る
計
画
と
伺
っ
て
い
る

が
、進
捗
状
況
は
。

答
現
在
は
八
方
地
区
の
調

査
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
２
１
０
２
平
米
の
う
ち

１
２
９
８
平
米
の
調
査
が
終
了

し
、令
和
４
年
度
に
は
同
地
区

を
完
了
さ
せ
る
予
定
。

問
調
査
が
完
了
し
た
地
区

の
課
税
は
、全
地
域
完
了

の
段
階
か
ら
固
定
資
産
税
に
反

映
さ
れ
る
。調
査
開
始
か
ら
既

に
30
年
以
上
経
つ
が
、い
つ
に

な
る
の
か
。

答
中
部
地
区
の

調
査
が
終
了

し
た
時
点
を
一
つ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
と
考
え

る
。こ
の
方
針
を
基
に

令
和
３
年
度
２
回
課

長
会
議
に
お
い
て
協

議
し
た
。令
和
９
年
度

の
評
価
替
え
時
に
は

例
外
的
な
取
扱
い
を

改
め
、地
籍
調
査
後
の

登
記
面
積
で
課
税
を

考
え
て
い
る
。

問
北
城
北
部
地

区
で
は
圃
場

整
備
事
業
や
ス
キ
ー

場
周
辺
で
の
開
発
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
地
籍
調
査

が
着
手
さ
れ
な
い
こ

と
で
、新
た
な
測
量
が

必
要
に
な
る
な
ど
、そ
の
効
果

が
得
ら
れ
な
い
。北
城
北
部
地

区
へ
の
着
手
予
定
は
。

答
最
短
で
令
和
10
年
頃
。

現
在
、圃
場
整
備
事
業
の

計
画
が
進
ん
で
い
る
が
、国
土

調
査
法
第
19
条
の
５
項
の
規
定

に
基
づ
き
、圃
場
整
備
の
測
量

成
果
が
地
籍
調
査
と
同
様
に
な

る
と
理
解
し
て
い
る
。

答 成果に繋がらないが
来年度以降に反映させる

問地域みらい留学に参加、地域みらい留学に参加、
全国募集の成果は全国募集の成果は

問問
地
籍
調
査
の
今
後

の
予
定
は

答
今
年
度
中
に
八
方

今
年
度
中
に
八
方

地
区
は
終
了
予
定

地
区
は
終
了
予
定

四国の高校寮を視察、寮内にトレーニングジムが完備されている
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加藤 亮輔 議員

【
義
務
教
育
無
償
化
に
見
合

う
給
食
費
を
含
む
学
校
徴

収
金
】

問
給
食
費
の
補
助
額
を
池

田
町・松
川
村
は
小
学
生

３
万
５
８
０
０
円
、
中
学
生

３
万
６
６
０
０
円
に
拡
大
。白

馬
村
の
給
食
費
の
年
額
と
補
助

額
は
。

答

 

教
育
長  

年
額
は
、小
学

生
は
一
食
２
８
０
円
で

最
大
４
万
９
千
円
。中
学
生
は

一
食
３
２
５
円
で
最
大
５
万
２

千
円
を
負
担
。
村
の
補
助
額

は
、小
学
生
一
食
当
た
り
10
円
、

中
学
生
一
食
当
た
り
20
円
。
総

額
は
１
５
８
万
５
千
円
。
ま

た
、第
三
子
以
降
の
免
除
額
は

２
９
６
万
８
千
円
、準
要
保
護

者
及
び
特
別
支
援
学
級
に
就
学

す
る
児
童
生
徒
等
の
保
護
者
へ

の
補
助
額
が
３
９
７
万
４
千
円

で
、総
額
８
５
２
万
８
千
円
。

問
白
馬
村
は
、小
学
生
一
食

10
円
、中
学
生
20
円
で
、

年
間
給
食
提
供
日
２
０
０
日
で

小
学
生
が
2
千
円
、中
学
生
は

4
千
円
の
補
助
金
。同
じ
大
北

管
内
で
補
助
額
が
２
千
円
と

３
万
５
千
円
、こ
の
差
は
看
過

で
き
な
い
。見
解
は
。

答
取
り
組
み
は
し
て
い
る

が
、観
光
で
生
き
る
村
と

し
て
観
光
予
算
に
拠
出
、除
雪

費
も
か
か
る
。池
田
・
松
川
の
面

積
は
、白
馬
村
の
１
/
４
ぐ
ら

い
。問

各
自
治
体
の
決
算
を
比

較
す
る
と
、２
０
１
０

年
度
白
馬
村
は
、決
算
総
額
の

６
．８
％
が
教
育
費
に
使
わ
れ
、

２
０
１
９
年
度
ま
で
の
10
年
間

平
均
は
８
．２
％
。池
田
町
の
教

育
費
は
10
年
間
平
均
で
12
．

９
％
。松
川
12
％
。ま
た
、類
似

自
治
体
の
10
年
間
比
較
で
も
白

馬
村
は
８
．２
％
で
類
似
団
体

は
10
．２
％
で
２
％
違
う
。１
％

は
大
体
６
千
～
７
千
万
だ
か
ら
、

年
間
１
億
２
～
３
千
万
円
で
、

10
年
で
12
～
13
億
の
違
い
が
出

る
。教
育
事
業
格
差
の
原
因
と

思
う
が
。

答

 

副
村
長  

教
育
費
の
割

合
を
中
心
的
に
説
明
さ

れ
た
が
、平
成
27

年
度
の
村
の
予

算
は
71
億
。こ
の

年
は
、神
城
断
層

地
震
等
で
災
害

復
旧
費
が
膨
ら

ん
で
い
る
。教
育

費
を
削
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が

比
率
は
下
が
る
。

ま
た
平
成
30
年

度
は
一
番
多
く

給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
含
ま

れ
る
。ハ
ー
ド
を

含
め
た
指
標
は

い
か
が
な
も
の

か
と
考
え
る
。

問
白
馬
村
よ
り
面
積
の
大

小
、災
害
の
有
無
が
あ
る

が
、こ
れ
ら
を
全
部
ト
ー
タ
ル

で
10
年
、20
年
比
較
で
見
る
こ

と
が
重
要
。単
に
Ａ
と
Ｂ
の
点

だ
け
を
見
比
べ
る
と
齟そ

ご齬
が
生

ま
れ
る
。近
隣
だ
け
で
な
く
類

似
自
治
体
で
も
２
％
違
う
。こ

の
違
い
は
池
田
、松
川
の
入
学

祝
い
金
等
、き
め
細
か
な
事
業

に
生
か
さ
れ
て
い
る
。村
も
工

夫
し
て
ほ
し
い
。

答

 

教
育
長  

同
感
。近
隣
に

対
し
て
、こ
れ
だ
け
格
差

が
生
じ
る
こ
と
は
問
題
。な
く

す
よ
う
検
討
し
た
い
。答

問問 村民の生活実態の
把握方法は
観光施設や金融・観光施設や金融・
交通機関、商工会交通機関、商工会
から入手から入手

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
実
態

調
査
と
新
年
度
予
算
】

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い

状
況
を
打
開
す
る
た
め

の
新
年
度
目
玉
事
業
は
。

答
今
必
要
な
の
は
、感
染
対

策
か
経
済
対
策
か
を
見

極
め
、有
効
な
事
業
を
行
う
た

め
の
補
正
予
算
を
急
ぎ
た
い
。

一般質問で使用した、10年間の歳出合計額に占める教育費の
割合を（大北 4町村・類似団体）と比較したものです。

①①  ⼤北4町村決算カード⽐較  （教育費の割合） 出典：総務省：4町村の決算カードから転記 （単位：千円） 加藤亮輔
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元年
歳出合計 4,353,922 4,563,341 4,770,899 4,879,553 4,594,667 4,752,360 4,799,702 5,242,333 5,443,440 6,053,830 4,945,405
教育費 384,597 381,219 445,432 513,842 423,231 526,068 623,939 1,043,125 1,064,560 1,176,836 658,285
割合 8.8% 8.4% 9.3% 10.5% 9.2% 11.1% 13.0% 19.9% 19.6% 19.4% 1122..99%%

歳出合計 4,537,939 3,640,816 3,936,208 3,755,144 3,955,764 4,343,930 4,289,957 4,173,641 3,984,532 4,401,729 4,101,966
教育費 584,311 374,028 789,120 381,604 546,793 371,022 380,555 481,682 427,784 588,120 492,502
割合 12.9% 10.3% 20.0% 10.2% 13.8% 8.5% 8.9% 11.5% 10.7% 13.4% 1122..00%%

歳出合計 5,532,444 4,359,517 4,591,844 4,734,925 5,724,124 7,182,841 7,451,009 6,215,376 6,977,699 6,308,459 5,907,824
教育費 375,337 289,102 381,009 337,192 355,941 296,924 395,293 437,671 1,371,518 652,698 489,269
割合 6.8% 6.6% 8.3% 7.1% 6.2% 4.1% 5.3% 7.0% 19.7% 10.3% 88..22%%

歳出合計 4,319,350 3,925,140 3,711,615 3,864,654 3,964,105 5,151,623 7,565,152 7,407,116 8,415,648 4,466,103 5,279,051
教育費 239,523 211,640 199,736 205,253 223,847 230,965 258,405 371,280 393,167 364,333 269,815
割合 5.5% 5.4% 5.4% 5.3% 5.6% 4.5% 3.4% 5.0% 4.7% 8.2% 55..33%%

②②  類似団体⽐較カード ⼈⼝１⼈当たり⽬⽬的的別別歳歳出出（総務省）市町村類型Ⅱ−2 地⽅交付税種地2-1（単位：円）
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 平均値

歳出合計 610,578 485,578 504,931 513,438 619,293 770,360 807,347 672,369 738,615 665,169
教育費 41,423 32,201 41,897 36,564 38,509 31,845 42,832 47,346 145,180 68,821
割合 6.8% 6.6% 8.3% 7.1% 6.2% 4.1% 5.3% 7.0% 19.7% 10.3% 8.2%

歳出合計 650,451 630,518 645,217 664,288 753,760 702,975 751,840 767,582 767,520 800,888
教育費 80,905 67,130 67,999 72,461 74,677 69,707 67,132 69,689 70,821 84,109
割合 12.4% 10.6% 10.5% 10.9% 9.9% 9.9% 8.9% 9.1% 9.2% 10.5% 10.2%

類類似似団団体体はは：町村人口を、Ⅰ）5 千人未満、ⅡⅡ））  55  千千人人以以上上～～11  万万人人未未満満、、Ⅲ）1 万人以上～1 万 5 千人未満、Ⅳ）1 万 5 千人以上～2 万 人未
満、Ⅴ）2 万人以上、の 5 分類。　産業構造の面から、0）第 2 次 産業と第 3 次産業の就業人口比率が 80％未満。1）第 2 次産業と第 3 次産業
の就業人口 比率が 80％以上、かつ第 3 次産業就業人口比率が 55％未満。22））第第  22  次次産産業業とと第第  33  次次産産業業のの就就業業人人口口比比率率がが同同じじくく  8800％％以以上上、、かかつつ
第第  33  次次産産業業就就業業人人口口比比率率がが  5555％％以以上上。 の 3分類。

歳出合計額に占める教育費の割合（⼤北4町村・類似団体）１０年間⽐較 資料０4

     年度　　　　　区

分

10年間の平
均値

池⽥町
Ⅱー2

松川村
Ⅱー1

⽩⾺村
Ⅱー2

⼩⾕村
Ⅰー2

⽩⾺村

類似団体

答
予
算
が
行
き
届
か
な
い

問
大
北
管
内
の
給
食
費
負
担

大
北
管
内
の
給
食
費
負
担

に
差
が
あ
り
過
ぎ
る
が

に
差
が
あ
り
過
ぎ
る
が
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白馬村歴史民俗資料館の展示品

【
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
未
来

像
】問

事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

答
加
入
世
帯
数
は
現
在

２
１
６
４
件
、指
定
管
理

者
と
契
約
中
で
地
域
に
密
着
し

た
情
報
提
供
等
を
実
施
。
課
題

と
し
て
、本
体
設
備
や
付
帯
設

備
の
老
朽
化
、地
上
放
送
番
組

の
ネ
ッ
ト
配
信
や
映
像
配
信

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
拡
大
に
よ
る

加
入
率
の
停
滞
、
移
動
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
へ
の
対
応

な
ど
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
は
大
き
な

課
題
。

問
事
業
を
健
全
運
営
す
る

た
め
の
加
入
世
帯
数
は
。

答
開
局
に
あ
た
り
１
８
０
０

～
１
９
０
０
世
帯
の
加

入
数
が
あ
れ
ば
健
全
な
事
業
運

営
と
し
て
い
た
。こ
の
算
出
は
、

指
定
管
理
者
と
の
基
本
協
定
で

管
理
責
任
分
担
を
詳
細
に
決
め

て
い
る
。村
が
負
担
す
る
経
費

を
除
け
ば
、現
状
で
は
健
全
経

営
と
い
え
る
。

問
加
入
促
進
の
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
は
。

答
引
き
込
み
工
事
に
か
か

る
実
際
の
工
事
金
額
は
、

利
用
者
か
ら
徴
収
す
る
負
担
金

額
よ
り
高
い
た
め
、更
な
る
負

担
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、こ
の

よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
考
え

て
い
な
い
。

問
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

基
盤
と
し
て
の
未
来
像

は
。答

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
取

り
巻
く
環
境
は
近
年
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。こ
れ
か

ら
の
時
代
は
、今
以
上
に
情
報

収
集
の
選
択
肢
が
増
え
て
く
る

と
予
測
す
る
。
地
域
に
寄
り

添
っ
た
情
報
基
盤
と
し
て
引
き

続
き
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

【
歴
史
民
俗
資
料
館
の
未
来

像
】問

歴
史
民
俗
資
料
館
の
現

状
と
課
題
は
。

答
白
馬
村
振
興
公
社
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
。

課
題
と
し
て
村
民
の
歴
史
民
俗

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、入
館

者
数
を
増
や
す
こ
と
、所
蔵
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。

問
文
化
財
保
護
委
員（
資
料

館
運
営
委
員
）の
活
動
内

容
は
。

答
近
年
で
は
歴
史
民
俗
資

料
館
の
所
蔵
調
査
を
、学

芸
員
と
文
化
財
審
議
委
員
を
中

心
に
６
年
間
か
け
て
整
理
し
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
保
存

し
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
資
料
館
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
協
議
も

行
っ
て
い
く
。

問
文
化
財
保
護
委
員
に
よ

る
現
状
把
握
、総
合
判
断

は
。答

文
化
財
保
護

委
員
に
よ
る

資
料
館
運
営
委
員

会
で
様
々
な
課
題

を
検
討
し
て
い
た

だ
く
中
で
、資
料
館

の
現
状
を
把
握
い

た
だ
き
、所
蔵
品
の

管
理
等
に
つ
い
て

の
課
題
を
指
摘
い

た
だ
い
て
い
る
。あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
し
て
の
総
合

的
な
判
断
に
つ
い

て
は
、村
民
利
用
を

高
め
、そ
れ
が
観
光

客
へ
の
利
用
に
も
繋
が
る
よ
う

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

問
村
民
に
開
か
れ
た
歴
史

民
俗
資
料
館
運
営
の
将

来
像
は
。

答
歴
史
文
化
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
は
、将
来
の
貴

重
な
財
産
と
な
る
。こ
れ
ま
で

に
実
施
し
て
き
た
所
蔵
品
調
査

も
区
切
り
が
つ
い
た
の
で
、来

年
度
以
降
は
文
化
財
審
議
会
委

員
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
来
館
い
た
だ

け
る
よ
う
施
策
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答 地域に寄り添った情報基
盤の事業を行う

問ケーブルテレビの将来ケーブルテレビの将来
像をどう考えるか像をどう考えるか

答 問問
歴
史
民
俗
資
料
館

の
利
用
客
が
ほ
と

ん
ど
な
い
が

地
域
の
皆
さ
ん
に

地
域
の
皆
さ
ん
に

来
館
い
た
だ
け
る

来
館
い
た
だ
け
る

よ
う
考
え
る

よ
う
考
え
る

増井 春美 議員
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【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
】問

こ
の
基
本
計
画
の
位
置

づ
け
は
。

答
２
０
１
９
年
12
月
に
気

候
非
常
事
態
宣
言
、２
０

２
０
年
２
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、今
回
策

定
し
た
も
の
は
こ
れ
ら
の
宣
言

に
向
け
た
道
筋
を
描
き
、達
成

す
る
た
め
の
基
本
計
画
。

問
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
施
策
は
。

答
ま
ず
は
村
民
全
員
が
現

状
を
知
り
、で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と

が
大
切
。「
広
報
は
く
ば
」で
、こ

の
計
画
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
掲

載
し
、ま
ず
は
内
容
の
周
知
を

計
っ
て
い
く
。再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本
方
針
等

連
絡
協
議
会（
以
下
、協
議
会
）

か
ら
答
申
さ
れ
た
重
要
施
策
に

つ
い
て
取
り
組
む
べ
き
内
容
の

優
先
順
位
を
つ
け
、ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

村
と
し
て
は
既
に
着
手
し
て
い

る
小
水
力
発
電
事
業
も
あ
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
。

問
協
議
会
の
第
１
回
目
の

資
料
で
は
具
体
的
な
行

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、計
画
に
は
行
動

計
画
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
進
め
て
い
く
中
で
、絞
り

込
む
こ
と
が
で
き
ず
、現

状
を
調
べ
る
こ
と
が
先
だ
っ
た
。

問
目
標
が
漠
然
と
し
て
い

る
中
で
、予
算
化
し
て
い

く
の
は
難
し
い
の
で
は
。ま
た

さ
ら
に
計
画
を
作
っ
て
い
く
予

定
な
の
か
。

答
具
現
化
す
る
た
め
に
、国

の「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

の
認
定
に
向
け
て
、現
時
点
で

は
予
算
は
計
上
し
て
い
な
い
が
、

今
後
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
先
行
地
域
の
公
募
は
、な

ぜ
2
月
の
締
め
切
り
で

応
募
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
区
域
を
設
定
せ
ず
に
応
募

し
て
も
採
択
さ
れ
る
確
率

が
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

次
の
機
会
を
狙
う
こ
と
と
し
た
。

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
関
わ

る
事
業
で
予
算
は
計
上

し
て
い
る
か
。

答
全
体
的
な
新
規
事
業
と

し
て
は
犬
川
の
小
水
力

発
電
と
薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
補
助

金
、学
校
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
そ

し
て
庁
舎
の
空
調
工
事
が
あ
る
。

直
接
的
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向

け
た
も
の
は
、毎
年
行
っ
て
い

る
５
０
０
万
円
の
E
V
車
の
普

及
事
業
が
あ
る
。

問
準
備
会
を
含
め
て
1
年

半
も
協
議
会
で
話
合
わ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、未

だ
に
具
体
的
な
目
標
が
出
て
こ

な
い
。ス
ピ
ー
ド
感
を
早
め
る

た
め
の
気
候
非
常
事
態
宣
言

だ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

答
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
優
先
的
導
入
と
、化
石

燃
料
を
減
ら
す
こ
と
を
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
は
達
成
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。

一
部
で
取
り
組
ん
で
も
達
成
は

で
き
な
い
こ
と
で
、一
人
ひ
と

り
の
意
識
が
大
切
で
あ
る
こ
と

か
ら
、ま
ず
は
村
民
へ
の
周
知

を
行
う
。

問
「
広
報
は
く
ば
」以
外
で

の
周
知
の
予
定
は
。

答
ま
だ
決
め
て
い

な
い
が
、ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
等
の
各
媒
体

を
使
い
な
が
ら
行
っ
て

い
く
。

問
H
P
の
ト
ッ
プ

に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
の
特
設
ペ
ー

ジ
を
設
け
て
は
。

答
分
か
り
や
す
く

す
る
と
い
う
点

に
関
し
て
は
、検
討
し
た

い
。問

こ
の
計
画
に
関

連
す
る
活
動
を

行
う
民
間
の
団
体
へ
の

支
援
の
考
え
は
。

答
現
行
の
制
度
で
、

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
と
い
う
も
の
が

あ
る
。

問
地
球
温
暖
化
対
策
の
業
務

に
当
た
っ
て
い
る
職
員
の

数
は
。ま
た
、増
や
す
考
え
は
。

答
専
任
の
担
当
は
い
な
い

が
、４
名
が
兼
務
。増
や

す
の
は
難
し
い
が
、業
務
を
シ

フ
ト
し
て
い
く
と
い
う
対
策
は

取
っ
て
い
く
。ま
た
、職
員
か
ら

見
本
を
示
す
よ
う
な
行
動
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

加藤 ソフィー 議員

答
こ
れ
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て 

決
め
て
い
く

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た

具
体
的
な
行
動
計
画
は

具
体
的
な
行
動
計
画
は

一刻も早い行動が必要とされるが、果たしてどのように
この重要施策を推進していくのか。

注視していきたい。
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【
高
齢
者
が
冬
期
間
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
】

問
特
別
豪
雪
地
帯
除
雪
支

援
員
派
遣
事
業
で
は
、自

己
の
資
力
及
び
労
力
を
も
っ
て

屋
根
雪
等
の
除
雪
が
で
き
な
い

高
齢
者
等
の
世
帯
に
対
し
、除

雪
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
補

助
を
行
な
う
が
、今
年
の
よ
う

に
大
雪
に
な
れ
ば
依
頼
す
る
回

数
も
増
え
負
担
が
多
く
な
る
。

補
助
金
の
増
額
の
考
え
は
。

答
屋
根
雪
の
除
雪
を
伴
う

場
合
は
１
時
間
１
６
２

５
円
、家
か
ら
生
活
道
路
ま
で
の

除
雪
の
場
合
は
１
０
０
０
円
の

補
助
を
す
る
制
度
で
、当
該
事
業

は
県
の
２
分
１
の
補
助
を
受
け

実
施
し
て
い
る
の
で
、雪
の
多
い

と
き
の
補
助
金
の
増
額
等
に
つ

い
て
は
、県
に
対
し
要
望
す
る
。

問
外
出
の
際
に
移
動
手
段

の
な
い
人
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は
。

答
平
成
20
年
の
開
始
当
初

よ
り
利
用
者
は
増
加
し

て
い
る
。特
に
冬
期
間
に
お
い

て
利
用
者
が
増
え
、令
和
２
年

２
月
期
の
１
日
当
た
り
の
平
均

乗
車
人
数
は
3
9
．
3
人
の
最

高
を
記
録
し
、年
間
の
利
用
者

数
で
は
平
成
24
年
度
に
８
０

０
０
人
を
超
え
、そ
の
後
は
横

ば
い
状
態
で
現
在
ま
で
推
移
し

て
い
る
。最
近
の
利
用
状
況
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、減
少
し
て

い
る
。

問
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

多
く
の
人
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
対
策
は
。

答
利
用
対
象
年
齢
を
65
歳

以
上
と
し
て
い
た
も
の

を
50
歳
以
上
に
引
き
下
げ
、移

動
に
介
助
を
必
要
と
す
る
方
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
、有
料
と

し
て
い
た
付
添
人
の
利
用
料
を

無
料
と
し
た
。令
和
２
年
度
か

ら
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
予
約
か
ら

実
際
に
使
っ
て
み
て
い
た
だ
く
、

「
デ
マ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
開

始
す
る
な
ど
利
用
拡
大
に
努
め

て
い
る
。

問
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、食
事・移
動・見

守
り
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る

が
、こ
れ
ら
に
関
わ
る
人
手
は

充
分
か
。

答
食
事
に
関
し
て
は
、し
ろ

う
ま
メ
デ
ィ
ア
が
村
の

委
託
を
受
け
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、民
間
の
２
つ
の
事
業
者
に

よ
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
弁
当
の
配
達
・
回
収

時
に
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
る
。

移
動
に
つ
い
て
は
、デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
他
に
も
、車
い
す

の
方
等
が
通
院
等
に
利
用
で
き

る
福
祉
車
両
を
使
用
し
た
移
送

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

見
守
り
に
つ
い
て
は
、民
生
委

員
に
よ
る
担
当
地
域
の
見
守
り

活
動
を
は
じ
め
、緊
急
通
報
装

置
貸
与
事
業
や
訪
問
ヘ
ル
パ
ー

が
電
話
で
安
否
確
認
を
行
う「
安

心
コ
ー
ル
事
業
」に
加
え
、本
年

度
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電

話
で
安
否
確
認
を
行
う「
ス
マ

イ
ル
電
話
」を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
増
加

す
る
中
で
、除
雪
や
移
動
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
人

手
は
決
し
て
充
分
で
は
な
い
。

問
民
生
委
員
と
行
政
と
の

情
報
共
有
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
か
。

答
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
る

民
生
児
童
委
員
協
議
会

で
、情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

問
民
生
委
員
の
待
遇
改
善

の
考
え
は
。

答
考
え
て
い
な
い
。

答 多くの分野で人手不足が
深刻化している

問高齢者福祉サービスに高齢者福祉サービスに
関わる人手は充分か関わる人手は充分か

低温で大雪になったこの冬、3月末になっても雪だし作業が続いている。

横川 恒夫 議員
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【
大
糸
線
存
続
】

問
利
用
促
進
の
取
り
組
み

は
ど
の
様
な
組
織
で
、い

つ
ご
ろ
か
ら
か
。

答
昭
和
40
年
か
ら
始
め
た

の
が
長
野
県
、新
潟
県
、

松
本
市
か
ら
糸
魚
川
市
ま
で
の

沿
線
自
治
体
、議
会
商
工
団
体

で
構
成
す
る「
大
糸
線
利
用
促

進
輸
送
強
化
期
成
同
盟
会
」。

「
活
性
化
協
議
会
」は
平
成
31
年

か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
沿
線
市
町

村
と
の
取
り
組
み
で
、共
に
生

活
利
用
や
観
光
利
用
の
強
化
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
注
力
し
て
い

る
。

問
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
は
全
国
的
な
問
題
で

あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
る
の
か
。

答
利
用
者
の
増
加
対
策
が

最
も
重
要
な
課
題
で
、日

本
海
側
と
長
野
県
中
央
部
を
広

域
的
に
結
ぶ
重
要
な
路
線
で
あ

る
と
い
う
共
通
の
認
識
に
立
ち

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問
生
き
残
り
策
と
し
て
は
、

ど
の
様
な
も
の
が
考
え

ら
れ
る
か
。

答
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
り
、利
用
を
通
じ

た
活
性
化
の
取
り
組
み
を
や
り

切
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
、

あ
ら
た
め
て
生
活
利
用
と
観
光

利
用
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
尽
き
る
と
思
う
。

問
通
勤
通
学
の
足
の
確
保

に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
か
。

答
白
馬
・
大
町
間
は
約

１
２
０
人
程
度
。
南
小

谷
以
北
は
令
和
２
年
度
の
実
績

で
９
人
。利
用
者
数
は
格
段
に

違
う
が
、日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
路
線
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
は
な
い
。

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
後

の
利
活
用
方
法
は
。

答
外
国
人
観
光
客
が
戻
っ

て
き
た
と
き
、北
陸
新
幹

線
の
敦
賀
延
伸
を
見
据
え
、山

と
海
を
つ
な
い
だ
広
域
周
遊

ル
ー
ト
が
実
現
で
き
る
と
期
待

し
て
い
る
。J
R
西
日
本
支
社

か
ら
期
成
同
盟
会
へ
今
後
の
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
に

向
け
、沿
線
地
域
を
含
め
議
論

し
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

振
興
部
会
を
立
ち
上
げ
、廃
止

や
終
期
あ
り
き
の
議
論
で
は
な

く
、沿
線
地
域
の
振
興
に
資
す

る
持
続
可
能
な
路
線
に
な
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
幅
広
い
議

論
を
す
る
こ
と
と
し
た
。バ
ス

へ
の
転
換
と
い
っ
た
報
道
も
さ

れ
た
が
、期
成
同
盟
会
と
の
認

識
と
は
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

答

問問 風評被害的批判
をされた人は
いなかったか
誹謗中傷がない誹謗中傷がない
ように丁寧にように丁寧に
お願いしてきたお願いしてきた

【
村
内
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

へ
の
対
応
】

問
村
内
の
感

染
し
た
教

職
員
・
保
育
士
の

人
数
は
。

答
教
職
員
で

8
名
、
保

育
士
4
名
。

問
公
的
職
場

の
皆
さ
ん

が
、二
次
的
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
。

答
学
校
や
保

育
園
で

は
、感
染
が
発
生

し
た
場
合
、保
護

者
に「
絆
メ
ー
ル
」

で
、お
知
ら
せ
や
注
意
喚
起
を

し
て
い
る
。そ
の
際
、必
ず
感
染

者
や
そ
の
家
族
関
係
者
に
対
す

る
誹
謗
中
傷
が
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
る
。今
ま
で
に
学

校
や
保
育
園
、教
育
委
員
会
等

に
風
評
被
害
の
よ
う
な
批
判
を

さ
れ
た
と
い
う
情
報
は
な
い
。

答
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
を
含
め

て
の
対
策
が
必
要

問
存
続
に
ど
の
様
な
問
題
意

存
続
に
ど
の
様
な
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
る
の
か

識
を
持
っ
て
い
る
の
か

太谷 修助 議員

南小谷駅に並ぶ、在りし日の特急「しなの」と「あずさ」の勇姿。
都会からのゲストを白馬方面へ輸送していた。こんな風景が再び訪れること

を願うばかりだ。
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スマホアプリで白馬議会だより配信中！！
マチを好きになるアプリ

昨年度より本委員会で取り組んでいる、「アフ
ターコロナにおける村政あり方研究会」のテーマ、
①村有地・土地開発公社を活用した移住定住促進。
②ふるさと納税による財源確保と運用、について、
昨年は村財政に関する研修会を役場職員に講師を
依頼して開催し、さらに北アルプス圏域の調査を
実施しました。これらを取りまとめ新村長へ政策
提言を実施します。

本年は教育行政の課題や教育現場におけるコロ

ナ感染防止、老人福祉等の最前線の現況と課題に
ついて、教育関係者や民生児童委員との懇談会を
開催したいと考えています。

【観光課】　観光組織のあり方研究会を立ち上げ、
観光局や HVT、振興公社から事業への取組や活動
内容について聞き取り調査を行いました。また、長
野県観光機構の平尾勇氏を招いての研修会、小谷
村 ( 株 ) 道の駅おたりへ視察研修を実施。年内には
あり方について取りまとめ行政へ意見書を提出す
る予定です。
【農政課】　高収益作物の取組について、県との研

究会や懇談会への参加を通して方向性を決定しま
した。適作物が無い中、大豆を高収益作物に加え
る要望をしました。

【建設課】　まちづくりマスタープランのワーク
ショップへの参加や景観計画策定審議会への傍聴
を通して事業の進捗状況や内容の理解を深めまし
た。
【上下水道課】　上下水道料金の見直しについて調

査を継続中です。

今後は村外県外への先進地視察研修を行い、自
己の研鑽と村民の代表として責務に努めて参りま
す。

委
員
会
掲
示
板
　

新村長へ政策提言と意見交換会開催新村長へ政策提言と意見交換会開催

観光組織のあり方を主題に研究を継続観光組織のあり方を主題に研究を継続

新体制になりました。新体制になりました。
よろしくお願いします。よろしくお願いします。

村民との意見交換会の村民との意見交換会の
お知らせお知らせ

ご意見をお寄せください。85-0725（直通）72-7001（ファックス）

総務社会委員会

産業経済委員会

議会だよりもマチイロ開始しました

山岸事務局長（左）と宮下主事（右）

日　時
10月16日（日曜日）
午後2時からの予定

場　所
ふれあいセンター２階　学習室

※ コロナ感染拡大により変更の可能性
あり

募集期間 は 令和4年4月7日（ 木曜
日）から5月9日（月曜日）午後5時
15分まで
改 正 案 等 に つ き
ま し て は、白馬村
ホ ー ム ペ ー ジ QR
コード添付をご覧
ください。

白馬村議会基本条例の白馬村議会基本条例の
一部改正（案）に対する一部改正（案）に対する
意見を公募します。意見を公募します。
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令和4年4月30日発行

140

初のオンライン　パブリックビューイング
白馬村ゆかりの選手　大活躍！！

■特集～R4年度予算
起債減・財政調整基金取り崩しなしは良いが
未来につながる事業を期待する …………………２p

■常任委員会審議　　　
いじめ問題に備え
協議会と調査委員会の条例を設置……………………………… 6p
大雪により除雪費は相次ぐ増額補正
追加額はなんと！２億１千万円…………………………………… 8p

■委員会報告 ………………………………………………… 19p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 11p
・公共施設や学校トイレへ生理用品の設置は …… 12p

・地域みらい留学に参加、全国募集の成果は …… 13p

・大北管内の給食費負担に差があり過ぎるが …… 14p

・ケーブルテレビの将来像をどう考えるか ……… 15p

・ゼロカーボンに向けた具体的な行動計画は …… 16p

・高齢者福祉サービスに関わる人手は充分か …… 17p

・存続にどの様な問題意識を持っているのか …… 18p

　　　　

あ

と

が

き

白馬に魅了されて 誰でも使える交通手段を ウェルカムな村に

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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低
温
で
大
雪
と
な
っ
た
厳
し
い

冬
も
、よ
う
や
く
春
の
兆
し
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
実
な
の
か
と
疑
う
よ
う
な
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
、
決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
だ
に
続
く
東

北
の
大
地
震
、収
束
が
み
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、嫌
な

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
村
出
身
の
渡
部
兄
弟
が
、

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
明
る
い
出

来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

皆
で
支
え
合
い
な
が
ら
元
気
で

活
力
の
あ
る
村
に
な
る
よ
う
議
会

活
動
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、春
を
告
げ
る
福
寿
草
が
、私

の
家
の
周
り
に
咲
き
始
め
ま
し
た
。

（
横
川
　
恒
夫
）

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃

議
　
　
長

田
中
　
麻
乃

尾
川
　
　
耕

増
井
　
春
美

横
川
　
恒
夫

加
藤
ソ
フ
ィ
ー

切
久
保
達
也

丸
山
勇
太
郎

太
田
　
伸
子

私が白馬を訪れて早くも半世紀が
たちます。初めて白馬に来た時、白馬
の冬山の美しさに感動したことを今
でも懐かしく思い出します。帰りの
車のバックミラーに映る北アルプス
の山々の美しさに「また白馬に来よう」
と思いました。当時、高速道路は調布
から大月までしかなかったのですが、
四季折々の白馬の山々の美しさに魅
了され何度も白馬を訪れ、その後、白
馬の宿で居候をしたこともありまし
た。
父親は登山が好きだったこともあ
り、子供の私たち兄弟を日帰り登山に
連れて行ってくれました。その影響か
山が好きになり、学生のころは、クラ
ブ活動でキャンプや奥多摩・丹沢の山
を登り、友人と夜行列車で様々な山を
登りに行きました。
３０数年前に結婚し白馬に移り住
むようになり、今は先代の仕事を受け
継いで地域に少しでも貢献できれば
と思ってます。

幼少期から白馬には遊びに来てい
ましたが、結婚を機に白馬に移住し今
は子育て奮闘中です。
これからの白馬での生活で切に願

うことがあります。それは生活の足と
なる交通手段です。
白馬では今ふれあいタクシーがあ

りますが、バスの運行が出来ればいい
と思います。予約することもなく自由
に乗り降りが出来、子供達も使用出来
ることで、小・中・高の登下校にも使用
できるのではないでしょうか？図書
館なども北城にあり、神城の子供は親
が乗せていかないと使用することも
出来ません。現在スクールバスの試運
転などを行っていますが、スクールバ
スにもかなりの費用がかかります。
誰でもが使用できるバスがあれば

費用削減の他、高齢者にとっても観光
のお客様にとっても利用しやすいの
ではないでしょうか。

コロナ禍と手術で２年ぶりに滑っ
た。70代も半ば、若い時のようにガム
シャラには滑れない。コロナで自粛か、
平日なのにゲレンデにはかつての往
年スキーヤーは少ない。
白馬村に移住して10年余り。色々感
じることはあるが、その一つに行政は
移住・定住にウェルカムといえるのだ
ろうかということ。県内の多くの自治
体では移住促進を目指して、若干の優
遇策を含めてさまざまな工夫を努力
しているが、白馬村は「ぜひ来てくだ
さい」ではなく、「来るならどうぞ」と
いう冷たさがありはしないか。特別な
ことをしなくても白馬村には来たい
人は来るよという大名気質（？）。イン
バウンド頼みでは少子高齢化は防げ
ない。
若者、子育て世代に魅力があり、豊
かな自然と山を楽しみながら働ける
村の環境をどうつくるか、何が足りな
いのか、もっと真剣に考えてもいいの
ではないだろうか。

八方口　太田　純邦 堀之内　田内　紘美 みそら野　鈴木　均


